
 

 

 

１学期の始めの日。めざしてほしい

３つの姿のことをお話ししました。改めて皆さんに聞い

てみたいのですが、自分なら、この中でどれが１番難し

いと思いますか？ありがとうございました。校長先生は、

これが１番難しいと思っています。頭で分かっていても、

実際の行動はこうなる時がよくあります。人を大切にす

るのは、実は難しいことだと思います。 
 

今日は、周りの人をとても大切にしていた、和歌山県

というところの小学生のお話をします。この方、山崎さん

は、若いころに病気で目が見えなくなりました。いつも

バスで仕事に行きますが、それはとても大変で、「仕事

を辞めようかな」と考えていたある朝のこと。いつもの

ようにバスを待っていると、「バスが来ました」という女

の子の声がします。そして背中には、小さな手の感覚。

女の子がそっと背中を押しながら、バスの入り口まで

案内してくれたのです。 

 その日から、バス通勤は、幸せな一日の始まりになり

ました。しかし月日は流れ、女の子は小学校を卒業して

しまいました。「また一人で通勤か」と山崎さんが思っていると、再び「バスが来ました」という声

が聞こえます。背中に、小さな手のぬくもり。それは山崎さんと女の子の様子を見ていた、下の学

年の女の子でした。そうやって、子どもたちが始めた「小さい手のリレー」は、その後１０年以上引

き継がれていったそうです。 
 

 同じように、北山小の皆さんの小さな手のひらから、やさ

しさが伝わっていると感じる場面が、この１学期にいくつか

ありましたので紹介します。 

 これは、５月の交通安全教室。1・2年生は、工事用の車が

通る横を歩きました。そのとき 2年生の人が、１年生を守る

ように肩に手を添えて、周りの安全に気を配りながら歩い

ていました。“自分が守らなければ”という思いが伝わって

きて、この手のひらがとても温かいと思いました。 
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 もう一つ、７月の福祉週間での姿。「みなさん前に集まっ

てください」の声に４年生の人が集まります。でも、輪の外

で中の様子が見えない人もいました。そのことに気づいた

人が後ろに下がり、ここにどうぞと優しく背中を押しました。

温かな手のひらに、校長先生も、温かな気持ちになりまし

た。人を大切にするとはこういうことだなと思いました。 

そんな素敵な姿があちこちで見られた１学期でした。２

学期も、みんなで「人も自分も大切に」過ごしてくれればと思います。 
 

さあ、これから夏休みが始まります。夏休みは、やってみたいと思うこと

ができるチャンスです。ぜひ夏休みにしかできないことに取り組んでみて

ください。また、楽しい夏休みが台無しにならないように、担任の先生から

お聞きした注意は必ず守って生活してください。 

 

 

本日、通知表を一人ひと

りの子どもに渡しました。評

価内容の「行動の記録」で

すが、特に優れていた行動

について、２つを基本に◎

をつけてあります（他は空

欄です）。この１学期、“こん

な所に良さやがんばりがあ

った”ということを自分で確

認したり、おうちの方と共有

したりしてもらえればと思います。それを励みに、２学期も自分の良さ

を伸ばしていってくれればと思います。 

 

 

 

○夏休みに向けて、各学年で学習の振り返りや休みの準備を進めてきました。楽しく、有意義な休 

みになればと思います。過ごし方の注意について学校でも子ども達と確認しましたが、以下の

点、お子さんと確認していただければ幸いです。 
 

 自転車にのるときは、ヘルメットをかならずかぶります。  

 道路では、左右をよく見てわたります。 

 不審者に出会ったときは、大きな声で助けをもとめたり、近くの家へかけこんだりします。 

 川の近くなど、あぶない場所ではあそびません。 

 火遊びはしません。 

連絡・お願い 

自分のよさを伸ばそう 

 
 
 
 
 
 
 
 
ユリの「コダイラ」が
美しく咲きました(今
は花を終えました)。 


